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１．目的  

 2011 年 7 月から 11 月にかけて，タイ国チャオプラヤー川流域の平野部は深刻な洪水被害に見舞われた 1)．

東南アジアに位置するタイ国では 6 月から 10 月までが雨季であり，この時期には雲が多いため光学センサに

よる地表面の観測が困難である．一方，合成開口レーダ(SAR)はマイクロ波を使用した能動型のセンサであり，

天候に左右されず，昼夜の別なく比較的高い分解能が得られる．本研究では，洪水前後に観測された

COSMO-SkyMed(SAR)のデータを利用し，浸水域抽出を行った．また，光学センサデータから抽出した浸水域

データと比較を行い，SAR データによる浸水域抽出について検証を行った． 

２．対象地域及び使用データ 

 対象地域はチャオプラヤー川流域に位置するアユタヤ周辺の 40×40 km の範囲である．使用データは

COSMO-SkyMed により洪水前の 2011 年 7 月 13 日と洪水時の 2011 年 10 月 17 日に観測されたものである．ま

た，検証用データとして光学センサである Terra/ASTER により 2011 年 10 月 23 日，2013 年 12 月 24 日，2014

年 12 月 11 日に観測されたものを使用した． 

３．ASTER データによる浸水域抽出 

 ASTER データは，産業技術総合研究所の MADAS のサイトから地理座標が付与された幾何補正済みデータ

を取得した．2011 年 11 月のデータは浸水時，2013年 12 月および 2014 年 12月のデータは非浸水である．ASTER

データは DN 値から放射輝度へ変換し，正規化水域指標(NDWI)を式(1)から算出した． 

  NDWI ＝ (Rgreen – Rnir)/(Rgreen + Rnir)                (1) 

ここで，Rnir は近赤外バンドの放射輝度，Rgreen は緑色バンドの放射輝度である．浸水域抽出は，浸水前後の

NDWI の差分画像に対して閾値を設定しておこなった．閾値選定には NDWI 差分画像に大津の閾値選定法 2)

を用いて閾値 0.17 を得た．また，差分画像に閾値を設定するだけでは，陸域における土地被覆の変化に対し

ても抽出してしまうため，式(2)のように 2011 年 11 月のデータの NDWI 値が 0.00 より大きい条件を付加して

浸水域抽出を行った． 

  NDWIdiff ≧ 0.17  AND  NDWIflood  >  0.00          (2) 

ここで，NDWIdiffは NDWI 差分値，NDWIflood は浸水時の NDWI 値である．この条件で抽出した浸水域画像を

COSMO-SkyMed による浸水域抽出の検証用画像として使用した． 

４．COSMO-SkyMed データによる浸水域抽出 

 COSMO-SkyMed データは Level 1A(SLC)からマルチルック処理を行い，SRTM の数値標高データを用いてオ

ルソ補正を行った．浸水域抽出は，局所領域(ウィンドウ)内の後方散乱係数の差分および相関係数を算出し，

それらに閾値を設定し行った．本研究では，ASTER データにより抽出した浸水域が正しいとしてウィンドウ

サイズと閾値の選定について検証した．ウィンドウサイズは 3×3 から 31×31 までの奇数とした．後方散乱係

数の差分(d)は式(3)により求めた． 

                             (3) 

ここで，Ia および Ib は 2 時期における後方散乱係数，N はウィンドウ内の画素数，i は局所領域内の画素番号
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を示す．浸水時の後方散乱係数は平常に比べて低くなるため，浸水域のｄは高い値を示す．相関係数(r)は式(4)

により求めた． 

              (4) 

             

浸水域では 2 時期の画素値が変化するため r は低い値を示す．浸水域抽出の検証には，F 値を用いた．図に

後方散乱係数の差分，図に相関係数のウィンドウサイズごとの F 値を示す．F 値が最も高かったのはウィンド

ウサイズ 29×29 の後方散乱係数の差分を用いて閾値が 0.13dB の場合であり，F 値は 78.01%であった．図 3

に COSMO-SkyMed の浸水前後の合成画像を示す．赤色は後方散乱が低下した領域で浸水域と推定される．図

4 に後方散乱係数差分，図 5 に相関係数を用いた COSMO-SkyMed データによる浸水域抽出画像を示す．相関

係数による手法では，陸域においても植生等の季節変化により相関係数が低下し浸水域として抽出されており，

後方散乱係数の差分による手法の方が洪水域抽出に適していると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 後方散乱係数差分による浸水域抽出の F 値         図 2 相関係数による浸水域抽出の F 値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3 COSMO-SkyMed 合成画像       図 4 後方散乱係数差分による   図 5 相関係数による 

(R: 2011 年 7 月 13 日，        浸水域抽出画像          浸水域抽出画像 
G&B: 2011 年 10 月 17 日)      (白: 浸水域)            (白: 浸水域) 

５．まとめ 

本報告では，COSMO-SkyMed データによる局所領域内の後方散乱係数の差分および相関係数を用いた浸水

域抽出を行った．その結果，COSMO-SkyMed データによる浸水域抽出には局所領域内の後方散乱係数の差分

を用いることが有効であった． 
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